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分科会2 . ｢タ ー ミ ナル期 にある対象の 主体性を発揮できる
関わ.りと は｣ 報告
フ ァシ リ テ 一 夕 - ニ 見 典 子 (ピ ー ス ハ ウ ス 病院)
小 西 美ゆき (千葉大学医学部附属痛院)
Ⅰ. 発表者 :永田亜希子 (宮崎県立看護大学)
Ⅱ . 参加者 :病院看護師2 名, 看護教員2名, 臨
床看護経験の ある看護学生 1 名の 計
5 名
Ⅲ . 討論の概要
本分科会で 事例と し て提示され た患者は, 30歳代女
性でが ん の終末期にあり, 身体的苦痛を抱えなが ら病院
に入院中で ある｡ こ の ような対象の 主体性 ･ そ の 人 ら し
さを発揮させ るため の , 看護の 視点とかか わり方に つ い
て , 1 . 対象者の理解を深める , 2. こ の 事例にお ける
対象者ら しさとは どの ような ことか , ま たそれが どの よ
うに達成されにく い状況にあるか , 3. 本草例の 関わり
が , どの ように対象の 主体性を発揮させ , どの ように有
効で あ っ たか , と い う構成で討論が進め られた｡
1 . 対象者の理解
参加者と発表者との 質疑応答の 形で , 理解を深めた ｡
対象者の 家族と の 関係 ( 仲の よ い 家族 , 笑顔が絶えな
い
, 面会が多く母や姉が付き添う), 他者と の 関わり方
( 子どもの こ ろか らし っ かり着で甘える ことが で きない ,
遠慮が 強 い , 怒りや自棄の 感情表出はほと ん どな い),
入 院生活環境 (ベ ッ ド周囲の小物や寝衣はかわ い らし い
物が揃う, 家族 の 気遣 い で常に生花が飾られる), 病状
に つ い て の受けとめ ( 医師から治療効果がな い こ とを告
げられ残りの 人生 を どう過ごすか考える時がきたと話し
て い た, 生命予後は告げられ て い な い が限 られた期間で
ある こ とは悟 っ て い た様子) な どが明らかにな っ た ｡
2. 対象者らしさがどの ように達成されにくい状況にあ
るか
30歳代の 有職女性であり, 健康ならば どの ような生活
を送 っ て い た か , と い う視点から, 現在 の対象者の状況
を検討した ｡ 身体的には, 症状 (呼吸苦･ 痔痛 ･ 浮腫な
ど) 自体が苦痛であり, 意 のままに動けな い つ ら さがあ
る ｡ また , 孤独を感じる こ と で呼吸苦や痛みを強く感じ
やす い ｡ 心理 ･ 社会的には, 家族を含む周囲の 人々 に気
を遣 い , 甘えずに自分を抑える生き方をして い る こ と ,
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また, 仕事が で きなくな っ た こ とや得意と した スポ ー ツ
が で きなくな っ た こ となど, 失 っ たもの が大きい こ とが
挙げられた ｡ しか し, 服飾の 話題 など, 30歳代の 女性と
して の 楽し い 会話の 機会を発表者との 間に､もつ こ とはで
きて い た ｡ こ の ように , 身体状況が急速に悪くなり, 日
常生活活動が低下 し, 治療 へ の 希望を失 い , 死を自覚
するよう にな っ た対象者にと っ て , 喪失に関する つ ら い
思 い を表現 して い る こ とは大事なプ ロ セ ス であり, 一 方
で , 身だ しなみ に気を遣うような健康的な部分か らは,
生きる 人 の 力強さも表れて おり, 終末期の 人 にと っ て ,
こ れ らを併せ持 つ こ とは 決し て 矛盾で は な い ｡ 対象者
を , 死 に向か い つ つ ある人 と して 捉えるだけで はなく,
健康な面をも つ 生活者と して も捉えること の必要性が論
じられた ｡
3 . 対象の主体性を発揮させる関わり
発表者に対し, 対象者に向き合うよう になり, 提示さ
れた誕生会開催を思 い つ くに至 っ た経緯に つ い て 質問が
あり, 最初は対象者を身体的に少しで も楽にして あげた
い と思 い ながらもどう した ら い い か わからずに, 浅 い 関
わりになりがちだ っ た の が , 次第にそばに い た い と看護
者とし て感 じるようになり, 30歳代の 女性と して の 生活
に沿うようにな っ た経過が話された ｡ そ して , 家族の誕
生会を開く企画が, 対象者の 主体性を発揮させる の に有
効だ っ た点に つ い て討議された ｡
1) 基本的ケアから信頼関係を築く
安楽を高めるケアや清潔を保 つ ケ ア な ど
,
基本的な看
護ケ アを確実に継続して行う こと で , 対象者と の 間に信
頼関係を築 い て い た こ とが , 発表者の提案を受け入れる
基礎とな っ た｡
2) タイミングを適切に見極める
病状と残された時間, 今 の対象者にできる こ となどを
考え合わせ ると , 終末期の 生活の過程の 中で適切な時期
で あ っ た ｡ また , 家族にと っ ても, 今 だか らできる こと
で あり, 今後の 予期悲嘆の 準備にもなり得る, 大切な機
会で あ っ た ｡
3) 十分に人間的関心を注 ぐ
ナイ チ ンゲ ー ル の い う三 重の 関心の ｢人間的関心｣ が
十分に注がれ て い た｡ 発表者の対象者 へ の 関心の 払 い方
が分析的で なく, 心が ホ ッ とする時間を つ く っ て あげた
い
, と い う想 い から発 し, 知的関心 , 技術的関心を駆使
して 企画に至 っ た｡
4) 現状に合わせて企画する
日常生活ら しさを求めるには外出 ･ 泊 を勧める, な ど
と い っ た ス テ レ オタイプな援助で はなく, 対象者の 身体
状況をアセ ス メ ン ト した上 で , イ ベ ン ト性をもたせ , 莱
しみ つ つ も役割を果た し, 達成感が得られ ると い う諸
条件を, 病院と いう環境の なか で 実践するよう考えられ
た ｡ また, 先 に看護師長の 許可を得るなど, 必要な手順
を踏まえて い た｡
5)提案する際の対象者の反応を踏まえる
対象者の 心身の 状態が い い と きを見計ら っ て 提案を
して い･る｡ 知的な関心を注ぎ, 対象者の 反応を受けと
め て , 必要なときには看護者が引くこ と の で きる柔軟な
姿勢で臨む こ と で , 対象者の 負担にならな い よう心がけ
る ｡
看護者が ケアする能力をも つ 一 方 で , 対象者もケ アを
受け取る能力が ある o 双方の 相互作用が潤滑で あるか ど
うかで , 主体性の発揮が効果的にで きるか否かが変わ っ
てくる｡ また, 対象者の も つ 主体性を見出すには , 対象
者と の 継続した, 十分なやり取りが必要で ある ことがま
とめと して 論 じられた ｡
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